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１．  はじめに 

国内陶磁器産業は，家族形態及びライフスタイル

の変化等に伴う需要の減少，海外からの安価な製品

の流入等様々な要因により，国内生産量は 1990 年

頃からの 25 年間で大きく低下した 1)．しかし，こ

こ数年アベノミクスによる景気の持ち直し、為替に

おける円安の進行などの影響もあってか，生産量は

ほぼ横ばいとなっており，生産額は若干ではあるが

上昇している品目もみられる 1, 2)．また，国内産陶

磁器の販路については，従来の陶磁器売り場につい

ては縮小していると考えられるが，ネットショップ

等新たな形態の販路が出現し，多様化している．こ

れらの時流の変化に合わせることにより，県内陶磁

器事業者にとって，新商品を開発し，市場シェアを

拡大する機会が訪れている． 

こうしたなか本事業では，顧客が求めている新商

品の開発を促進するため，四日市及び伊賀のそれぞ

れの地域において各事業組合，商工会議所，市町等

の陶磁器事業への支援関係者と県関係者との連携

会議（図 1）を開催した．なお，同会議による連携

は平成 23 年から 26 年度にかけて行った「地域資

源を活用した新商品開発事業」3-6)から続けており，

ここで構築したネットワークを生かして新商品開

発の促進に取組んでいる．さらに，陶磁器関連事業

者（以下事業者と表記）に参加を募り，新商品開発

研究会（図 2）を開催したのでここに報告する． 

＊   窯業研究室 

＊＊  窯業研究室伊賀分室 

 

 

図 1 連携会議 

 
 

図 2 新商品開発研究会 

 

２． 連絡会議及び連携研究会の開催 

表 1 に平成 27 年度に実施した連携会議及び新商

品開発研究会の概要を示す．連携会議については四
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日市，伊賀の各地区においてそれぞれ 1 回ずつ開

催した．同会議では，各支援関係者が支援メニュー

等の紹介を行い，それらを有効に活用するための意

見交換等を行った． 

新商品開発研究会については 3 回開催した．第 1

回においては，講師を招聘して講演会を開催し，第

2 回においては事業者への情報提供及び意見交換

を行った．第 3 回においては講師を招聘し，事業

者に自社商品を持参いただき新商品開発に関する

個別検討会を行った． 

 

３． 共同研究の実施 

平成 27 年度は県内 2 企業との間で共同研究契約

を締結し，技術課題の解決及び新商品の開発に取り

組んだ．その結果，共同研究から 2 件の試作品を

開発することができた．共同研究「低温焼成磁器製

品の開発と釉薬の品質向上」による試作品を図 3

に示す． 

なお，共同研究の概要については表 2 に示す． 

 
 

図 3 共同研究試作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． まとめ 

萬古焼，伊賀焼の各担当者が情報交換・意見交換

を行い，効果的に連携を図るため，連携会議を四日

市，伊賀でそれぞれ 1 回開催した．  

連携研究会においては，事業者の自社商品を研究

会に持参いただき，講師と事業者による個別検討会

を開催した．新商品開発を促進していくために，こ

れまでとは全く異なる形式の研究会を試みること

ができた． 

本事業で形成したネットワークや新商品の開発

力を活かし，次年度以降はさらに魅力ある新商品の

開発を促進していく予定である． 
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表 1 連携会議及び新商品開発研究会の概要 

日時 内容 場所 参加者数 

●萬古焼連携会議 

H27.6.17 

 

1．参加機関からの萬古焼関連事業（取組）紹介 

2．意見交換 等 

窯業研究室 10 機関 

13 名 

●伊賀焼関係連絡会議 

H27.7.7 

 

1．参加機関からの伊賀焼関連事業（取組）紹介 

2．意見交換 等 

伊賀焼伝統産業会館 10 機関 

18 名 

●第１回新商品開発研究会 

H27.10.21 

 

講演及び意見交換会 

「現況マーケティングの変化と陶磁器商品開発の考え方」 

     オフィスイマダ   代表取締役   今田 功 

窯業研究室 21 名 

●第 2 回新商品開発研究会 

H27.12.17 

 

 

1．技術提供 

 「統計からみる陶磁器産地状況について」    榊谷幹雄 

 「ごはん鍋の形状と炊飯時の効果について」   林 茂雄 

2．窯業研究室伊賀分室のシーズ紹介 

 「強度向上を図った伊賀焼素地用釉薬について」 林 茂雄 

伊賀焼伝統産業会館 14 名 

●第 3 回新商品開発研究会 

H28.2.15 

 

各社商品の個別検討会  

     オフィスイマダ   代表取締役   今田 功 

窯業研究室 16 名 

 

 

表 2 共同研究の概要 

期間 研究課題 共同研究先 

H27.6.23～H28.2.15 四日市萬古焼の IH 対応土瓶と出汁鍋の開発 萬古焼製造業者 

H27.8.10～H28.2.29 低温焼成磁器製品の開発と釉薬の品質向上 萬古焼製造業者 

 


